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学位論文審査結果報告書 
平成３０年１月１８日 
 
大学院医学研究科長 様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
 
氏名  小笠原啓 
 
学位論文題名 
A polymorphism in the glucocorticoid receptor gene is associated with refractory 
hypotension in premature infants. 
（グルココルチコイド受容体の遺伝子多型は早産の急性難治性低血圧と関連する） 
 
本研究は４１人の早産児に対してグルココルチコイド受容体遺伝子多型と臨床経過に関し
て評価を行ったものである。その結果 8 人に対してグルココルチコイド受容体遺伝子イン
トロン部分に存在する BclI 多型の G/C genotype を確認した。G/C genotype 群において急
性難治性低血圧、塩酸ドパミン最大量、塩酸ドブタミン最大量、出生４８時間以内に投与さ
れたハイドロコルチゾン総投与量において有意な差を認めている。本研究成果は早産児の
難治性低血圧にグルココルチコイド受容体の遺伝子多型が関連していることを示唆し、臨
床への還元の観点からも重要な情報を提示していると考えられた。 
 
研究内容のデータは適正に解析されており、また考察もデータに基づき適切に行われてい
る。審査において主査ならびに副査の質問点に関しても明確な回答が得られており、今後の
研究の発展も期待できることから本研究成果は学位の授与に相当するものを判断した。 
 
 
 
論文審査委員  主査 下村健寿 
副査 藤森敬也 
副査 後藤あや 
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